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選好（評価関数）の集計 

• 社会厚生（汎）関数 

–投票者の選択肢に対する選好（評価関数）
を集計して，選択肢間に対する社会的な順
序を決定 

• 社会厚生（汎）関数に基づく集計を行うためは，
投票者の真の選好（評価関数）を知る必要が
ある 

⇒投票者の真の選好は常に観察可能なのか？ 
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社会選択関数（定義） 
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社会選択関数の例 

• 相対多数決ルール(Pluraｌity Rule), 
•   

選好組    に対して， 
 

•                                                 

・・・投票者iにとって最も好ましい選択肢 

•   

・・・多数派選択肢（最も好む人が最も多い選択
肢）の集合 

•   
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社会選択関数の例 

• ボルダルール, 

選好組    に対して， 

•   

・・・投票者iがxより好まない選択肢の個数 

•   
 

・・・ボルダ数が最大となる選択肢を選択 
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社会選択関数の例 

• 独裁ルール（投票者iが独裁者）,  
 

選好組    に対して，        。ただし， 

•   
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社会選択関数の戦略的操作 
•                ,        

 

とし，ボルダ・ルール      にしたがって選択肢が採用
されるものとする。 

このとき1は                            
 

と選好を表明することによって， 
 

 

 

とできるため， 

選好を正直に      と表明せず      と表明する方が， 

1にとって望ましい選択肢が導き出せる 7 
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社会選択関数の戦略的操作 

• 投票者の真の選好：現実には投票者の申告
に基づいて判断するしかない。 

• しかし前頁の例のように，虚偽の選好を表明
することによって，投票者個人にとってより望
ましい帰結を引き出すことがありうる。 

  ・・・    社会選択関数の戦略的操作      
 

• 社会選択関数の戦略的操作を通じて，社会
選択関数が指定しない選択肢が選ばれる可
能性がある。 
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耐戦略性 

• 社会選択関数の戦略的操作を防ぐためには，
戦略的操作をしても投票者が得をしないよう
にする必要がある。 

• 耐戦略性 

任意の         , 任意の（真の）選好組              , 

任意の（表明される）選好      について， 
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選ばれる選択肢 

虚偽の選好表明時
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社会選択関数が有すべき性質 

定義域の非限定性 (UD: Unrestricted Domain) 
 

任意の選好組         について， 

            が成立。 
 

 

 

・・・あらゆる状況において，社会的に望ましい選
択肢を選び出すことができる。 
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社会厚生関数    が有すべき性質 

パレート原理 (PP: Pareto Principle) 
 

任意の投票者           について，    ならば 

 

 

 

 

・・・投票者全員にとって望ましくない選択肢が選
ばれることはない。 
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ギバード・サタースウェイトの定理 

               のとき， 「耐戦略性」 「定義域の非限定
性」「パレート原理」の3条件をみたす社会選択
関数は独裁者ルールのみである。 
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• 簡単化のため， 

– 2投票者 

– 3選択肢 

–厳密な選好 

    を仮定する。 

• 選択肢の数が3個のとき，厳密な選好は6通り
存在する。 

⇒6 × 6 = 36 通りの選好組に対する集計結果   

 を考えればよい。 

ギバード・サタースウェイトの定理の
証明 


